
 

令和７年度 

八代市議会建設環境委員会 視察報告書 

 

 

 

■視察日程 

  令和７年５月８日（木）～５月９日（金） 

 

 

■視察先 

  ５月８日 兵庫県川西市 

 

  ５月９日 兵庫県三田市 

 

  

 

 

■視察参加者 

【委員会】委 員 長    橋 本 幸 一 

副委員長    友 枝 和 也 

委  員    田 方 芳 信 

委  員    橋 本 貴 喜 

委  員    堀   徹 男 

委  員    山 本 幸 廣 

 

【随 行】議会事務局   栗 山 大次郎 



■視察先及び目的 

１ 兵庫県川西市 

『空き家対策について』 

川西市では、空き家対策計画に基づいて、①「空き家の適切な維持管理の促進」、

②「良質な空き家の流通と利活用の促進」、③「放置空き家の除去と跡地利用の促

進」、④「周辺への悪影響が大きい空き家に対する措置と対処」の４つの柱により

施策を展開する。 

市民への意識啓発と人材育成のため、空き家調査員養成講座の実施、空き家調査

アプリ(空き家しらべーたー)の活用、空き家の活用支援として、空き家活用リフォ

ーム助成制度を開始し、空き家対策の取組が実施されている。 

今後、人口減少に伴い、空き家率の増加が見込まれることから、川西市の取組を

参考にするとともに、今後の委員会活動に活かすことを目的とする。 

 

 

 

２ 兵庫県三田市 

『AIを活用した市道点検・補修について』 

三田市では、令和４年９月から、三菱電機株式会社三田製作所と連携し、AIが路

面で修繕を要する損傷を自動検知する機能を構築し、電子地図上へ展開することに

よる見える化や、時系列化により市内各所の損傷状況の変化、劣化速度の分析など

を行う。 

これにより、損傷状況把握の精度向上、市内各所における損傷の特徴の明確化、

従来業務からのコストダウン等が期待できる。 

長距離に及ぶ市道の、円滑な維持管理を実施するために、三田市の取組を参考に

するとともに、今後の委員会活動に活かすことを目的とする。 

 

 



兵 庫 県 川 西 市 

                                         

 

１ 視察日時  令和７年５月８日（木） １４：００～１５：３０ 

 

２ 調査事項 『空き家対策（空き家調査アプリしらべーたー、空き家活用リフォーム 

制度）について』 

 

３ 視察先対応者 

      川西市議会副議長               坂口 美佳 様 

都市政策部副部長               小野  裕  様 

住宅政策課長                 藤田 勝彦 様 

住宅政策課主査                角谷 雅敏 様 

 

４ 調査内容（説明内容） 

※別添資料のとおり 

 

５ 主な質疑応答 

Ｑ１ 空き家対策ナビゲーター養成講座は、誰が行うのか。 

Ａ１ 不動産会社・ハウスメーカー・司法書士等で構成する NPO法人空き家相談センタ

ーが行う。 

Ｑ２ NPO法人空き家相談センターの設立は行政が関与しているのか。 

 Ａ２ 行政は関わっておらず、NPO法人空き家相談センターが自発的に設立する。 

Ｑ３ 空き家調査アプリ「空き家しらべーたー」の開発費と運用コストは、どの程度な

のか。 

 Ａ３ 実施予算は 240万円程度であり、年間保守料は 30万円程度である。 

 Ｑ４ 空き家活用リフォーム助成制度の課題は、制度利用者が若年・子育て世帯居住型

のみであり、事業所型と地域交流型の実績がないことだが、その見直し方法はあ

るのか。 

 Ａ４ 補助金を出すだけでなく、希望者に対して寄り添い方を検討していく必要がある。 

 Ｑ５ 空き家対策セミナーの実績はどれくらいなのか。 

 Ａ５ 空き家ナビゲーターが主催で、各自治会でセミナーを開催し、1 回で 30 名ほど

の集客がある。 

 Ｑ６ 空き家活用リフォーム助成制度は、全体で何件の利用を想定しているのか。 

 Ａ６ 10件の利用を想定している。 

 

 



【視察の様子】 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



兵 庫 県 三 田 市 

                                         

 

１ 視察日時  令和７年５月９日（金）９：３０～１１：００ 

 

２ 調査事項  『AIを活用した市道点検・補修について』 

 

３ 視察先対応者 

三田市議会議長                福田 秀章 様 

三田市議会事務局長              畑   義憲 様 

都市整備部次長                大井 雅道 様 

建設課長                   堀   善和 様 

建設課整備係長                岸本 康照 様 

 

４ 調査内容（説明内容） 

※別添資料のとおり 

 

５ 主な質疑応答 

Ｑ１ 道路マネジメントシステム開発にかかる共同研究のコスト負担は、市が行うのか、

三菱電機株式会社が行うのか。 

Ａ１ 市はコスト負担をしておらず、市道を提供している形になる。 

 Ｑ２ 調査を行う車両は何台あるのか。 

 Ａ２ 車両は２台あるが、稼働率は日によって異なる。 

 Ｑ３ パトロール車だけでなく、ゴミ収集車にカメラを搭載した例があるのか。 

 Ａ３ 実際にゴミ収集車に GPSを搭載して、パトロール車とゴミ収集車の網羅率の比

較を行ったが、さほど差はなかった。 

 Ｑ４ 路面の下の陥没状況を発見することは難しいのか。 

 Ａ４ 道路のひび割れと、路面の下の陥没の違いを、AIで検知することは難しい。 

    他のシステムを使用し、発見することが必要である。 

 Ｑ５ 道路異常について、市民から直接の通報より先に発見することができるのか。 

 Ａ５ 実証実験は主要道路を中心に行っており、市民からの通報は街区内道路の通報

が多いため、一概に比較はできない。 

 

 

 

 



【視察の様子】 

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

〈〈 各委員所見 〉〉 





















建設環境委員会 行政視察所見 

委員名【   橋本 貴喜     】 

◆視 察 日：令和７年５月８日（木） 

◆視 察 先：兵庫県川西市 

◆調査項目：空き家対策について 

 

 

・事業の概要                                          

 兵庫県川西市では、増加する空き家問題への対応として、スマートフォンを活用した空き家調査アプ

リ「空き家しらべーたー」を開発した。このアプリは、現地での調査情報を即座に市のデータベースに送

信できる仕組みを備えている。市職員だけでなく、市民ボランティアである「空き家対策ナビゲーター」

も活用しており、官民連携による取り組みが特徴である。また、空き家の有効活用と若年・子育て世帯の

移住促進を目的として、空き家のリフォームに対する助成制度を実施している。この制度は、空き家の機

能回復や設備改善に必要な改修工事費用の一部を助成するもので、対象者や活用目的に応じて 3 つのメ

ニューが用意されている。                                    

 

・取組内容                                           

 「空き家しらべーたー」は、空き家の把握を目的とし、民間ＩＴ企業と連携し、１年間の実証実験を経

て、運用されている。開発費用として２４０万円、運用経費として３０万／年の費用を要している。空き

家活用リフォーム助成制度は、若年・子育て世帯居住型、事業所型、地域交流拠点型がある。予算として

は１０件／年を想定している。                                  

 

・事業の成果・効果                                       

 「空き家しらべーたー」は、従来の紙ベースの調査から、アプリを用いたデジタル調査へと移行し、調

査票の記入や写真撮影、データ入力などの作業が大幅に簡略化され、効率化されている。収集されたデー

タは、空き家の流通・活用を促進する「空き家マッチング制度」にも活用されている。空き家活用リフォ

ーム助成制度により、空き家の流通・活用が進み、地域の活性化や住環境の改善が図られている。特に、

若年・子育て世帯の移住促進に寄与しており、地域の人口減少対策としても効果が期待されている。    

 

・今後の課題や問題点                                       

 地域から空き家情報を入手するスキームの構築が必要である。空き家活用リフォーム助成制度につい

ては、事業所型と地域交流拠点型の実績がないので、制度のあり方を見直す必要がある。        

 

 本市においても空き家を把握し、活用していくことは非常に重要である。川西市における取組は、大変

参考になった。                                          

  



建設環境委員会 行政視察所見 

委員名【   橋本 貴喜     】 

◆視 察 日：令和７年５月９日（金） 

◆視 察 先：兵庫県三田市 

◆調査項目：ＡＩを活用した市道点検・補修について 

 

 

・事業の概要                                          

 兵庫県三田市は、道路維持管理の効率化と精度向上を目的として、三菱電機株式会社と連携し、ＡＩを

活用した道路マネジメントシステムの開発に取組んでいる。このシステムでは、道路パトロール車に搭

載した車載カメラで撮影した道路画像をクラウド上のＡＩが解析し、損傷箇所を自動で検出する。検出

された情報は電子地図上に展開され、損傷状況や時系列での変化分析が可能となる。          

 

・取組内容                                           

 車載カメラによる撮影を行い、ＡＩによる簡易ひび割れ率の算出と活用、点検ルートの網羅率向上、ポ

ットホール検出率の改善に取組んでいる。                             

 

・事業の成果・効果                                       

 ＡＩ学習に必要なデータを集積することでポットホール検出率は３．２パーセントから５０．８パー

セントに向上した。また、日常業務での走行を活用し、市道網羅率が向上している。ひび割れについては、

天候等の条件により認識する場合とされない場合がある。                      

 

今後の課題や問題点                                       

 天候、走行する向き、位置情報の精度等、撮影条件による検出のバラつきをどのように抑えるかが課題

である。また、高解像度カメラやＡＩモデルの精度向上といった課題もある。             

 

 本市においては市道の確認は目視によって行っている。三田市のＡＩを活用した取組は非常に興味深

いものである。しかし、まだまだこれからの技術であり、実用化には至っていない。道路維持管理の効率

化には有用な技術であるので、他自治体の動向を含め、注視していきたい。              
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